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【1亨】
この混迷せし現代憫組横 会に生きる我々は 人間の最も基本的7● コミ.=ケ ーションであるべき

はずの「
=贅

|に於いてさえ その■の百味を見失いがちである.

例えば 1教育Jという言■がある.■々力慟
`こ

ろよりIIれ寝しみ 凛然とではあるが その■意

を理解していたつもりの言員である しかし ll自身 その「牧百Jと いう目念を見失つていた時期

があつた それは皮肉にも その「教育Jという楓念雄 も端的に 時としてあまりに味気

“

冥■

されてしまう筈の「受験Jの局面に 自らが実暉におかれていた時期である 私の 0は担らぎ 釈然

とせぬ その「強百Jと いう●念を 再び確認せんと一冊の辞口を,いてみ
'、きょういく【壺●】り ■え尋(こと

ごそつ。日から口が 一』に十軟,こそげ落ちた。そのあまりにも,も薔もない当たりIIの質実に

l■は長い問 気づかすにいたのである。私は

'■

によって敦われたのである

それからである ll b僻奥の額 を夢見るようになつたのは 私が政われたように ll,■■せし

辞典によって 万人の■を救済したい.そんな口いが天に応いたか ftヽこも生社会の会

“

出版が

■にお1,の llと 像会0担炊そ的東してくれ 私は念日たろ辞興を ,院に学ぶすべての学婉生に対し

[■することができたのである.

しかし 今私は 万人の■の救済 学院生への有らな脩■の掟供という当初の日

"は
何処へやら

変わって学院豪蒟遺の集大成となってしまつたホロの行くネを案しなから 饉激してやまぬ心城に在

るのである。

ワ セ ダ ス 1993

【序】
大撮2出第二代学院員の退任を契磯に 我々をとりまく燿境の康●なる変革を伴つて 学院 いや

日本中が瀬動を始めた今年は 思えば我らが本圧高写学院が

'学
年体睫 なってちょうど十年目に相

当し `宙学院のII身である早稲田大学為711●郎が

"設
されてから九刊調年の節8に当たっている.

そしてこの

"報
知■辞典「つセグスJも初の正式出ほというBの目を見ることができた 本

「
高等学

瞑第二世代の[開 ナにSきわしい今年に 日版の山目を一新した1903年度版を 世にl・Iう 奇し

き因艤に一人はくそ実みを催さざるを得ない.
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"グ
ランγ●のほ菫沐がはころびはじめると ここ大久保山はにわ力ヽこ若々しくみずみずしい雰

囲気に
'Eれ

はじめます。それまでの晨く 置しかつた冬の寒さがまるでうそのように暖かく そし

て■やかな8々に臣わつていくのです この■ばしt澪をここ本庄キャンパスで迎えるようになつて

一
今ここに第 2期の学院生諸君を迎えるのです.]982年 にここ夫久保山に早和田大学本庄

島も学限ができて以業 送り出した車業生は11か 2000人足らずではありまrDいずれも早相田大

学の■■り颯

"を
あすメJと して話■してきました.学偉そのものの歴史は浅いですが 分,い歴史

と価Eを■にしたユ学の里 7亀田大学に ll君は今こそその一員として加わつたので■

学●p日●とは

建てnを贅きにして本書を言ってしまうならば 躍君等にはとんとヽ 「大切 ,属餃だから」という

理由でこの学餃を志望したに違いありません."力 こヽ現代の受験戦争は燿烈を傷め 出君等の判断は

決して間違っていたとはいえないでしょう。事ろ■明だoたのかも知れません.しかし ここで考え

てもらいたいのは何も大学が諸君等に3年間遡んで導らせといoているのではないという

'で
r.だ

からといって他の進学校なみに勉螢しろというているRでもないのです では一体何を望んでいるの

り、 -0に 3つてしまえば「早用田カラーJを重んでいるので九 現代の編陰極

"'1主

■■「儡差●

があり‖
`■

大でも早層山oもどこでもいいや 1的な目的意ヨの嘔い大学生をつくりあげてしまつた

のです。その●
―

■学力的な相理しか存をしない「東大の亜謝 ヒJの適を迪つているので●.モ

んな大学にしないためにも大学は学院に「gに釣●人■lJ 「果オをもつ人間jを求めているので九

そういう人材の一[「賽威崚田Jと してこの学い

"在
しているといってもよいでしょう。どんな「

個性的Jを人間か どのような「異才Jか|■‖も晨えてくれません 諸君写はこの学院生活3年 Fllの

うちにその答えを見つり そして大学へと巣立つていくのです。すべては諸る。に■わられた3年間

にかかつているのです

ヽ
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おそら(皆さんは日 ここの学院OItu●■″しかと思いEす。たいして政りもしないのに買わされ

PIIについている 一見「どこかの■●商崚か?jと思うような■のマークがそれて■ 大学の崚

重と見比べれば分かることです019院■は大学量のように願勘 口 を垂れていません つまりまだ

完全に実つていないのです。スクールカラーもホ庁学

"は
ll馬0学院と区別を付けるために大学と同

じ f海老薇J色ですが 燎馬の,院で 0こ れメ |はJ色になつています 学Jlの機董からもそれか

分かります。まだ青く 完今に実っていない■年運を商餃 大学の一員を青によって立派に実綱 り

それていて頭を垂れるような人r・lに しようとtヽ う應気込
"〈

込められているのです.こんなところに

も大学力■ 院に力ヽりる熱い期待とιヽうものがうかがえます。

崚 章 ● ●

(注意)大学生セに8■日は曽象していませス_

…

∫生徒ι囀Jでは様童を学生服の左襦に付けるように規定されてtヽ まr.で ,右ちには何を付けれ

ばいいの力、 これは特に規定されていません。,1に何もイ,けなくてもいいのです 入学前の一括販売

で凛薫を員,た人もいると思います力ヽ ■にバリエーションを楽しみたい人には大学の本部キャンバ

ス内にある大学生脇でお買い求め下さい。 1回250(開1)で
'0■

■ぐらい販売しています 他にも

しヽわゆる「早稲ログッズJI`数多 (販売されていますのでただ行ってみるだけでもかなり楽しめま■



こα学院は早B田大学02■日の,日校として]982年にll設されました 広大なキャンバスや

この学院独特のホームスティ綱E●ど 全国的にみても非■に滲しいシステムの高等学校がこの本圧

高等学続なので■ このコーナーではま圧あ写学腱そ中心にキャンパスを匈案内致しま丸

′

―

≠″″ iイ

1970年 に大宇セミナーハウスがこの地にできたの力体 圧キャンパスの始まりです。「つつじ山J

と称されるほど山つつじ力督 生している大久保山に構えるキャンパスは総面積で:1万イ 東京ディズ

ニーランドとほぼ同 じ広さで■ 大久保山の頂上では輌出192,あ リ カ雪市内はもとより邁 (谷川適

にまで望むことができま■ キャンパスは大●く分けて北と南のプロックに分けられます。Jしのプロッ

クに1築 高等学院を中`虻
する高等学睦月

“

鰤 (あ り 南プロックには大学セミナーバウス 大学

―

館 共邊壮室 大J調グラウンドなどの大蜘用応崚が制 まf.

旱●口大学ホ庄枚0土地建物EE図
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のJヨにも砂しいこのシステムは しばしば

'婉
かさ者を遷わせます ここでtlt

に述いやすいとιわれている8薇 C●を
―

します.
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B棟 2階

物理科

社会科 C棟 1階

生物科

C棟 2階

地学科
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ここ本圧キャンバスに一番最初にできた大学施設がこのセミナーハウスです.その名のとおり大学

のセミナーのための施崚で 冒泊施設とゼミ室が主です力ヽ もちろん学院生も利用することができま

す。またここにはコインコピー機もあるので非常に

“

1です.二階の軽食堂ではほ々な自動販売機と

テレビがあるのでしばしくつろぐのもいいてしょう ここの正面のポール ヨま早団田のえんじの触が

常に硼っていまi

′

―

大学と高等学院の双方洲 疇用する施設で 教宝貶 体育館からなつています。一度に120人を収

容できるホ庄キャンバスで最大の教
=が

ここにはあります。正面玄口のシンポルタワーは学隈のそれ

とそっくりで 高崎撥からもよく見えま丸

―- 8 -
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総合学術情報センターに移転し

'県
網田大学図

=館
の分館と時物館の分館がここの一つOIIに同居

しており 1罐は時物館の分館で 2階が図

『

館の分館になつています。図書館の分館のほうは学院生

でも利用でき 基本的には閉梁式システムですが ,典 新聞の続 1版などは開架式になっていまi
ここにもコピー機はありますが 昴■図書専用のものなのでくれぐれも′― 卜などをコピーしないよ

うに.

″″ ラクノ″

広大な敦地を詩る本圧キャンパスたりにこの大学グラウンドは他に類を見なtヽ1ど充実した屋外体

育施設力呪薔されています

主 0佛青菫緻

野諄増 ● ■ 00メ ー トル)

―

    (400メ ー トル トラック)

ラグビー燿 (フ ルサイつ  …

バレー バスケット兼用コー ト (※有ll)

サッカー場 (フ ルサイズ)

テニスコー ト (廠有い

1面

]面

1面

1面

7画

4画
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「宅通J― これは学院スラングの一つで f自宅■学劃 を指す■■である (詳 しくは早■田円語の

… 'D世
間―晨ではこの「宅■Jが本果の学生の姿である0ヽ ここ利■学婉において学儀生

の大3分を占める「ホームステイ生Jを考える饉には両者にはりっても切れなι憫 傑が¨ ので■

本当のことを言うとこの企画は‐●●生を励ますためのものでしたが ■を進めるうちに 1やつばリ

宅通は辛いやJなんて意しい答えにいきついてしまつた0でしL

′
=`[=″

ら2r

①利F近辺在住型

②上り壼学型 (島的方面から)

①下リ
ー   (■,方口から)

宅■生は大き(分顧して以上の3つの型に分けられる。①C哩の自]とは比破

的通常にかかる時國 り なくて済むために|コ
=中

学時代と変わらぬ生活が保証さ

れるといってよい しかし 0に分類される宅通生はその大部分が大官以南から

の■学生であるためにその日常生活はまさに時離 の格開である。ある日「宅通

のどこつ僕 しいの?Jと ステイ生に日かれた私:■ 颯す
=■

がなかつ7=

″あ

`―
えβ´歩″宅ヨ

`′
´ ～

A君の-8は朝5時00分に明り■く目党しの青から始まろ. llと んど反射的に起き上がるが 冬に

,その反澪もltり がちになる 目をitヽ出を口いてダイ=ングに向かう。未だ完全に0はrbてぃな

t、 テレビのスイッチを入れ●.NHKは
「

だやっていなtヽ そんな訳で●は 0チ ャンネ,め 「CN
NディブレイクJを見る。そのたdコ内の二●―スはほとんど知らないわりには海外の=,―スにや

けに詳しくなつてしまう。新間を取りにいく.冬II■まだ菫は員つll 月力り に寄月だ。峙 新々聞も

きていないことがある。改めて5い 0分を実籠してしまう。そん0こんなで6時1り。いよいよ出摯

の時に 最寄りRは私鉄Ⅲ

…

り晏えることに7● 0。 こんな●厚くても
…

保は三颯の

に 大
=の

乗りn… ダッシ

…

拠 .■― tt―ムに入ってれ ¨ 屯   「

各ら―■にスタート」の

“

〈底輛嗜保に血
=な

こになる。いつも手口く席を確保するA君はそれから

約 l llI間の爆撻べとのめり込んでゆく        何処かの駅の発車ベルでロカロ める ねむた

日にR洛を見る。「 ユんじょうJ.は oとゎれにかえり逮攻で■■から下りる。「あ―危機―Lこ
れで38運競だよJこう思いながら学生晨嘲 いたヨダレに気付くA君であった

12-
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卜J“蘭J輌協瀦″β3の移 ～

3君は [悪-0見 本のような人だ。彼は,■,そ口的げることを得意中の得意としていて

箋々の間で
'「

破札口oor61と か「キセラーjとか呼ばれてい0.先日■0が■■ておち合わせ

をした暉にも 贅はなんと「 Y●j― HttmJの定用で来てしまつたのだ。収硼り葉糧リロtヽてみると

彼■ア てヽハサミの入つている池動 らヽ最低料金区間までの回数易をllつ ていたの7.

「この定期は全国フリーパスだJと最常する彼であ

“

t′〈イトの鳳交通費を水増ししてll求 してし

まうところがとつてもチャーミングである。こういうような人に限つてllま らな 0ヽが不]llである

Dt"気のない (興
'そ

れが正7●んだけど)●■にはとでも真

“

つできる芸当ではなせ、

本当のことを言ってしまえ
` 

ホームスティ生のほうが
―

のコ的が上手だったりする。■
`●

に切符在貫つてきてもらoたり 中にはハサミの入つた回数券を売りさはいている人もいた,

みんなで」Rの赤字計上に■祓しているようなもの1■

や つ 〔ゴ リ よ く な し よヽ 。 キ セ ル は  (■縦 )

″′ンタ″

―

σ

―

C君は宅適生①型に属する地元出身者なので お昼はいつも弁当である 多くの学院働
`昼

休みに

学食ヘダッシ・ してス′や ピラフと壮らな格llを しているのを尻目に 彼はカバンからおもむろに弁

当稿を取り出し′ヽンバーグや卵晏きなどの「オラクロの味Jに舌llを,つ 晏株みに一回で食べ切っ

てく‐
`い

いのだム ●―ヒープレイクとJ■ に半分ずつ倉べられた日にゃもう日ってしまう.

(伺が,とtわれても困るが)そういうC君 ■つ一L―プレイクによくおかすをたかられる。

「おおぅ !タ コさんッーセージだ iCく ～ん l llだ け●
・ ょうだいよ～J この「 1個だり」という

のは非常に使t,手がいいR=“ 自分を非●に裏れに見せるこの言■に手でも合わされた日にゃ1

個らげない訳にはいかなくなつてしまう.そんなこんなでC君のお0ゞは半議するのであっ
'■

/J71rろ ン_～
`●`0-

6限

“

すのチャイムが|●ると同時に0君は腱目もら、らずに自転菫置き哺へ向かう 彼の目的はただ

一つ f快邁アーバンJに乗ることだ。まるでアーバンに乗るのかクうブ活動であるかのように― b不

和 こペグルをこ(.どうしてそんなに家路を急ぐのかには諸議があり「山を■ることで

"た
しロエネ

ルギー (=,)を早く世出しようとするためJだとも「ママカ電 しいためJだとも言われてい●ム

辞しtヽ ことによく分かつていない

一般に宅過生はホームステイ生より「励 (■いJと盲われている。それは良い意味でも思い口味で

も友人に損する―
t●なt● らヽ,ユ t■ FCは

'べ
をt茨事なことをもうとう Cではしいもの為

|'



教 存 ′` ンク僣日翼:姜

学霜士の生活の足として

"嗣

Hる自モ菫 ホ■という」迪輌だ1月ン ン`ク|わきものてヽ  このコー

ナーで■3句■″7院生活●● 1回(劇U験する′`ンタ体理りigiをお教えします

0空民酬闘ズ |‐ら′ヽレプをChocki
llと んと夕

=気
もれの場合 ′ヽレス

=つ
いている虫ゴム〈□)ヵ均 化している′

“

におこりま|
ロックナットを1ザし 虫イムを取り替えることて葡Jlに椰理できます
0タイヤの劉 ヨー ぐらtt!

タイヤI証常でも少しずつ竺夕∽■ けるようになっています 2ヽ 3迎日に1皮1避気を入れる

'うにしましょう 劉 ■まちょぅど野朝の颯球ぐらいで 指で椰すと少しへこむくらいが■
"で

す一

つまつ
'レ

プのロックナットと

,ムの動 ●ナットを|よずします

0タイヤレバーをリムと
'イ

ヤの同に

差しLして起こし タイヤレバーの

切ね込み部分をスボータに,メすます

つタイヤとリムの輸同に指を入れ

半円ぐらいさせるとタイヤ よリムから

|ま

"1ま
す

つタイ慟 .らチ,―プを取りJIし ま,
このとき′,,アの部′

"ち
1月 し

いヽうま,

―  || ―



0バンクの鰤
`わ

からないときは

チュープ
`こ

とヽ をメ」υkに泄すると

よいでし うヽ

Ⅲバンタの個所に印を(1け よく0あ して
からサンドベーバーでこすoます

OIImを菫り 少し貶かしてから,ヽ ,チゴム

を貼ぅて こす。てなしませヨi

・ '接村嗣のはみ:‖ した椰,)に

`よ

機若しない

ようにチ■―夕の■を力ヽすておきます

…
バルプの椰笏 ちヽタイヤに力  ヽリムに

ナ ′卜で■めて力ち

'■
の空気を梨 1ま |

,ヽチ ,一ブ樹 本をタイ■1こ′コ、 リムに

'イ
ヤを曖L ↑気鯛 、て■■,」

|;



このコーナーは国際イヒ

`時
tと ともに学院生活のなかで増え続ける早稲田用画 学院用

語に対応するため 472万 とも
=わ

れている学院用語の中から特に重要と思われる語を
使砕 掲tした。またホ誌の中にも関連した記事筆あるので必要に応じて勝手に採してわ。

あ―ばん 【アーバン】●快速アーバン号のこと 帰宅都系学院生が好んで利用する。本庄
―大宮間を約 50分で皓ぶ  使える 電車.

あかてん 【赤点】  働言わずと知れた学院生最大のロユ.動詞形に「赤るJ(赤点を取つ
てしまつたの意味)がある

あせんぶリー 【アセンプリー】国学院の休薬前後にある全体築会のこと.学 院長の「アフ

リカ話」が聞けるのもここだけである ほとんどの場合中
庭で開催されるがごく希に体育■での場合もある.

あみ―ごぼ―る 【アミーゴボール】同体育科の田辺先生が発明したリフティング錬習器
コンクールで教育長■を受賞した。現在リハピリマランを開発中

あるばば 【ある馬場】大学用語.高田馬場駅から早夫本部キャンバスまで歩くこと。地下
鉄連贅 140円 を節約することができるが 少々遺いのが離点

いoし ようどう 〔―松堂】●R前の本層のこと。ここのオヤジが「 ビギンJのポーカルに
似ている サィ ドリーダーの訳本が売つているとの呻もある

うがんだ 【ウガンダ】囲学食女性従豊員の一人で 横麟が,ガ ンダに似ていることからこ
う呼ばれる。昨年一時休nし たが最近再び復活した。

うざい 【うざい】 形容詞.う oと うしい 0さ くるしいの意味で特に人物の形容に多
用される。口語体として「うぜえJがある。用例0「超うぜえよJ

えるお 【[男】 国 [[致菫の職員小池氏のこと 「 ttの 時 l.lカ ッ トか ?Jと 期待
させるが実はビデオをセ ッ トしに来るだけ 飲酒の学院生を精発 し

た手柄あ り。妻と子供 2人をかかえている立Ftな 中年お しさん。

えつくすてれび 【EXテ レビ】同 1l PIの後凛番組.特 に水四日の放港に人気があリホーム

ステイでの視聴撃はほぼ 00Xである。

えんぶ 【埋部】

おおぐま 【大ぐま】

おばちゃん 【おばちゃん】い学食の女性従業員のこと。欲求の一つを満たしてくれる人達
なので好意的にこう呼ばれる.0比較 ,「ババアJ(別出)

おはよ―す 【おはよ―す】綺木■日の朝の学院長 大操2樹 の接拶.学院グランド棧であ
たたかく出迎えて くれる ちをみに彼は大学相接部の洒問

0應饉部のこと.「 円●Jで はない.学院生はよく都活名を短縮 し

て使うのでこのように言われる.用例 ラグビー部…ピー部

大学用晒。大限諄堂―階の大講堂をはす.地下の小諭堂そ「 子ぐまJ

とも呼ぶ.

-11-



おんじりうび 【ユ看8】 Юり年末暖 詢の■

"休
市のこと.学

"生
増 塾藪nけ となるが

ごく希にスキーにいく奴やバィトに身をやつす餃もい0.

かご1■ らだいいどう 【■鳳大移動1け

“

りの■崎鰊てよく見られる風景。この欧で車両が
増幡されるために席をは保しようと長

=は
一斉に移動を開始する.

かつと 【カット】 囲平日の6時眼 あるいは水 土■日の4時限などの最■時限の休
暉をこう呼ぶ.学院生に最もよるこ

`れ
 また望まれていること.

かつば 【カゥバ1  0雨 合羽.0をさしずらい自伝車通学にとつては嘔―の雨口をしの
ぐ適■.梅雨の時期にはよくカビる。

きょうでい 【嗽生】 日lll"実習生のこと.こ の学浣にはいない若い女性の曖生がくると
学滉生に口立ちになる

|'

させら― :キ セラー】リキセルをする人のこと.14法上市晟rに 当た0行あであるが本庄
という土地輛|・ ,に帰省の際についついやつてしまう学院生が多い

さんとれ

`場

トレ】 国場カ トレー=ン グのこと。株み時間をめざとに見つけては体育館
の トレー=ン グルームで掲カア●プにDんている人がいる

くιヽずおう :ク イズI】 悧学餞に1ヽ るクイズIそ っくりな人のこと。多螢存在する.

くましょ 【

“

女】  い「 (願 おんなJで はない。県立

“

谷女子濁校のこと.Jし埼玉 トッ
プランクの学校で穏楡銀にも多く来う.宙 田茂先生の剛任校。

けんさつ

`●

札】  り快鮨アーバン 嬌|1急 に輛椰に出設す0●サの腱B.キセラー||

―の天中であり これをかわすためにあらゆる手級を相する。

こうり,1公欠】  0部 活のに合などによる欠席のこと。欠澪掻いとはならないが テ
ス トなどは追試を瞑せられる場合がある。

こ―ひ―ふおいく 【0-L― プレイク】りこの,院 の体みll間 の名務ていわゆる「 彙間休
みJ。 コーヒーのみならfラ ンチまで済

=せ
る学院生が多い.

こうやさい い ま祭】
"椰

籠県をしめくく0■性のイベン トのこと.611目 が中心となっ
て学眈生全員で「昴の西北Jに酔いしれる.昨年はロカ行為があっ

て途中で中止となつた.

こさえる :こ さえる】理刹の Y見発生が多用する動司 日

“

「作るJの意味だが後のこの

一日には里みとともに実いがをきる.劉声を出して■うのは●法度

こび 【古 B】     "政 饉の■川先生の名前の読み方の一■.彼の名前が 1古 日Jであ
るがどう●●んでいいの0ヽ 分からないためにこういわれている。

こびる 【コピる】  動詞.「 コピーをするJの意味であり 特にテス ト前には学院生に
よつて多月される.月倒  「コピーしてきてJO「 ●ビってきてJ

こんべき

`“

口】  00燿 曲「樹碧の菫Jの こと.全員で口を組みタテ′り系の動作を
と0.学院生は何につけてもこの曲でテンションを上げていく。



さ―じ【サージ:

さんえい

`3-A】

さんえぶ 【サンエプ】

しいち,【 Gチ ョ】

じむお 〔事務男】

し,うばん ta=】

じつ ,ん くん は 彙君】囀物理 生枷の●員大島氏のこと.tlに 十二臭く 員ばんだヨレ
ヨレの自表を■用する.彼の中はヤンキー手の内螢である.「サン
タフェ夫口Jと も.“身と昨謝される.輸子の要来とされている.

じつけんさん 【実験さん】リイヒ学の喘員野村氏のこと 瞑 腱君」より年になのでこう呼

● LL教材「Υoo,t(● ●lo●
`‖

o●d,Jの主人公.フ セインのよ
うな口毘がチ,― ムポィント.■在独身.

091年 度の 3年 A颯のこと.信 じられないくらいテンションが高
( 3に お祭り嘔ぎの中

“

をなした。山田庄―先生か元思主任.

0コ ンピ= サンエプリーのこと 7通生なら必ず寄るお婚。その
ためにホ圧層のおり上げは埼玉―との鳴も。ヤン+― お姉さんがバ

イ トしている場合が多い

リガバチョ.政にの笹川先生のあだ名 彼自身がそのあだ名を好ん
でいるらしい.‖■は「ひ

`,こ
りひょうたん口 |の「

ン ガバチ●
今夜の,に出てきそう0人勁といえよう 8MWに ■ってい0.

ばれる。自分より年下の上野発生に仕える忠雲なしもべである。

0手薔奎学覇le当 の詢買氏のこと.妙 に元気で カーキ色の,3
,0を常峙■用す0.ほ 力ヽ こも多数の「事局男J力〈嗜日されており
また女性の「甲B子 Jも罐ヨされている

0出席●当番のこと 』単位で交
=す

るためにこう呼ばれる.It
宝に出席簿を忘れたときに取りに行かされるのもこの人達である.

し,つ せさは 【出席簿】靱その過り出
=●

だが ,院ではよ(生徒の国で出席

"の
改ざん

がおこなわれる.T B G(・ 12)'「 ブループックJと ●●ぶ.

じんヨばら

`1感
凛I日本庄のとなりの駅.朝 本圧を乗り赳してしまった不幸な宅通生

の大部分
=こ

こで日

"め
 そして

「
ざめる.岡 ll駅 とならんで「使

えないJ llと されてい0.ア ーバン通過.

しんと,0,う 【層特急】い新特急谷川 み械号のこと.定n券 +980円 (大常間〉て
快選7-バ ン以上の時短が可能.効 の宅通生の命日とも言われる。

そうなん :そ うなん】 肛 撃Jではない.本庄弁の代表的言面で夫●

“

の「そうなの?J
に当た0■日のB味 があるらしいがキヨ:`不 ll.

だいへん 【代返】 0出略を取 つてい うときにいない奴の近口をす ること.す ぐばllる
か らや0たは うが い tヽ .

たくつう 【宅コ】  僣自毛■学生のこと。全学院生の 3～ 4割がこの日に月する.編者
もこのうちの一人である.

てぃ一び― c― 【T B G 】日米El人●師 トーマス 8 グラハム先生のこと 英闊
と中国額のバイリンガルである。ミトルネームω Bに は略説があリ
「バスターJだ とも「ビッグJだ とも言われているが畔llは不明

|:



とうりょうさい い 薇祭】●本庄学院の文化祭.年間で唯―女子がやつてくるのでそこは
ナンパのじ

=場
と化す。今年で十一回日のまたまだ歴史の浅い文化祭

としょこ 【図■子】 崎図書室にせヽる司害のお姉さんのこと 今までに複数が確認されて
いる。男性の「図書夫Jも 共存している.

(こ しいだんち
`【

西非団長】囲第 7n生で現在政治II済学部の西井壺浩氏のこと。当時応
晏同好会の団長を務め「早大本庄にこの方のりJと いわれた。彼は
現在大学の応口部に所属しているので早晨戦の際 神宮球場で■え
るかもしれない 彼の自己紹介のとき出身高校を言つたらすかさず
「名門 'Jと 叫んであげよう 「神宮球場で団長と撮手 IJ

ばにあ 【ババア】  囲ホームステイのホス ト (女性)を指してこう呼ぶ ステイによっ
ては独自のあだ名もあるが全般的にこう呼ばれる

びらお 【ピラ夫】  国学食の従業員.ピ ラフ担当であることからこう呼ばれる.チ ャー
ムポイントは出o自 とスダレイとした頭 現在行方不明

ひろきこ―る 曖 出コール】曰稲様票てよく起こるかけ声のこと 「次は学屁長投拶ですJ

のあ と手拍子 とともに起 こ り次第に テ レポが早 くな って い く

ぶつこ 【物子】 国物理利の女故.~ 中野先生のこと 学院で唯― と言われている女
性専任教師だがほとんど化粧をせず オヤジのごとくタンをからま
せる。「 おそ松 〈んJのパタ坊を妨彿させるバスキーな声は非常に

個性的である 熊俗から通動 し朝の高崎緞て 目塁されることがある.

ベーだい 【It大】  ‖中国の北東大学のこと 修学旅行で付属中学と交流会をおこなう.

■回のエリー 唯 級の子供ばかりなので政治的なll判 をするとマジ
で怒う。天安門事件以降は特にそうらしい.

はりこ 【ほけ子】  国保■の発生深町さんのこと.学 院生に対 しアメとムチを自在に使
い分ける白衣の天便

ほんじょうた (し― 【本圧タクシー】働木庄をネジ。にしているタクシー会社の総称 学
院生に対する比発的な連こには足評がある。利用をの80%以上が学
院関係者と言われている.

ほんじょうじし 【本庄虫】国夏 本庄近辺に大発生する蚊の一種。血は吸ゎない 体長 2
～Om.明 るい0に群がる習性があり 白Yシ ャッのポケットなど
に入り込んでいることがある.学 院生がもっとも恐れる虫

ほんじょりあん 【ホンジョリアン】差別用語 地元推面生や地元の人々をヘリ下す言葉
「エイリアンJが語源らしいが このような言葉は決して使っては
ならない.

ほんじょうすたいる 【本庄スタイル】鱈「本庄ルックJ「早稲田スタイルJと も 学院生
によく見られる服装のことでレインボージャージ (…別記)を着て
自転車に乗る行為を指す 手飾によってもかなりのバリエーシ首ン

があり 例えば■にはパンツー枚 冬には[本パターンにつ― 卜と
マウラーが付属するといつた具合である 本庄高校に馬鹿にされる

―  |'



みさちょりあん 【ミサチョリアン】差別用発.特 に美里町在住の人々を重む言葉で 洒瑕
は |ホ ンジョリアンJと されてιヽる。あまり多用しないほうがよい

む―ちょ 【ムーチ ョ】0ヒ ヤムーチョとも.倫理の冷牟出発生のあだ名  「カラムーチョ
が騒源とされている。「男堀川に冷牟田ありJと いわれた早稲日が
誇る倫理学の権威.

む―ち
`ば

いく 【ムーチョパィク】国冷牟田発生のスクーターのこと 「ムーチ●スクー
ターJと も。彼の安全運転には定評があり 時理30b走行をかたく
なに守り続けている.自転車で敏を追い抜くと 必ず追い起される
ので注意が必要。

れ [ヽ んほ―じゃ一じ :レ インボージャージ】い学院指定のジャージのこと.体 11に入つた

やま 【山】

やましょう 【山庄】

情報 知識 ワセダス1992別 l附録「国鳳化新時ltの早稲田用語辞如 より抜神

3色のラインからこう呼ばれる

輸大久保山のこと。多くの
=台

「 山に行つて何かをして くるJの意
味だが何をするのかはさだかではない 山火子を起こさないように

日英語利山田庄―先生のこと 持ち前の温厚な性格と強烈ななまり
で学院生の人気著。彼の遅気攪業には百人以上が殺調 したらしい.

―  :0 -



ためさD
7/● l●11嶋o■3日さん力|“″ めにあ|た

■を1く 崇み食ぃしてぃる 畑 |には敏感で
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'ヽ

ることがよくある |まむしに,■61の
需板をめたちと0し 1う

くさし

,u沐J、 1で企 !界的
`こ

名をIP 「 本の■ヽ

自転Ⅲて坂を卜りていると息に飛,1してきてうっ

力りひさそうに7●Iる 先日レ んい てうろう

ろしているきしを‖摯した

“
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テ

`な
ど

`
いまさら

=う
までもないが この学院は いわゆ る大学

"日
高校 なので受

崚はない。大学受晨が ないゆえに ユとんどの学院生は生 E「 予薔校 Jと tヽ

うものの世皓にならな くて済 む と思 う。 この ことを中学時にの同,生 に話

す と しば しば晨ま しが られ るの も事実だが その反面「予侑校 Jと いうも

のを知 らず に生涯 を送 らなければな らない と考 え るとΠか寂 しい ものを薔

じず にはい られない。 まあこの ことは個人 によつて も大 きな考え方 の違 い

があ るが IIの考 えを
=わ

せて もらえば まあこんな ところで ある .

先 日私は文化祭の PRボ スターをll示 してもらうためにある予●校に行 っ

た。本人 と しては中学生の■■礫 に行きた ||っ たのだが連● く大学受,科

の方 に込い込 んで しま つた。 ち ょうどその頃は休 憩時閲 ら しく生徒が面下

や ロ ビーで くつろいていた.そ れ はある意味での「 人

"の
0つ ほ Jと いつ

て もよか ろう。一 日腋然で「 浪人 Jと わか る無輌屁を生や したお兄さんか

らまだケ ッの青そうなガキまであ りとあらゆ る「人種 Jが そこに夫存 して

いた。 たに こを吸 つて一ilし ている青年 とそれ を煙たが つている少 年とが

たった一 つの 日晨
‐

大学 を 目

"し
て 日夜勉学に島 んでいるのだ。 これほ

どまで凛沌 と した生活 を■々は生躍のうちで一体 どれ だけ送 ることがで き

るだろ うか .お そら くそれは生湮の うちで も重 々た るものに過ぎないだろ

う.多 くの学者が言 うように■ の勉学 社会生活が無口 ともいえ る思想

経崚 の■沌の中か ら31遺 され るのならに ,々 は何 ともllし い時期を失 つて

しまつたと しか言えない。た とえそれが大学受攣 を免喘 されたいわば「 お

権嗜OJに あ って もだ。

私 は,代 の受晨戦争 を背定す るつ もりはない し またその中にいたい と

も思わない。 しか し番 々は数年■ 確実に この受験戦争の●者 と相対す る

ことになる。実隋 彼 らのほうが,対 的多数だか らだ。そんな中で の自分

の立翅 を,保 す るのはかな り辛 いことだろう。 しか し ,々 には彼 らとは

違 つた「 拘束 さllな い時間Jが 保 lllさ れている.こ れ をいかに11遣 す るか

は我 々学 院生 に委ね られているのだ。予備校 出身者 に見劣 りしない学院出

身著 とな りたいものだ。
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窄

略君違はこの学総に入学した おそらく様々な希望を内に秘めていることだろう あるものは

"番にうちこみ またあるもの
`勉

学に l■目さを力
',た

い そう思つていることだろう。しかしその昴

望や信念も上騒生の晏を見た日間に崩れ去つてしまうだろう そして・l君写は吉悩するに違いなしヽ.

感しいことにこれまここ崚年r.l● 年のように崚リユさItていることなのだ。こ働 らヽ■くことはイ君

迪が入学したこの学●つありのままの■である。それ■略君等を失望させるかも知れない。しかしそ

lla●Pcぁる以上麻君写を■に失望させないためにもこの学院の異■を明らかにしたいと黒う。

|り饉

諸君連は一つの活動の場として「ハウス|をrl月すoだろう 811の 3睛にあるハウスはたいへん

ltめがいい 菫気0■んで1ヽる冬場には赤二山が見中にその姿を現す ふと目を足もとに向り0とそ

こにはおびただしtNaの「崚絶 ゝがある た
`こ

でカーペッ}が焦げた疇亀 この「螂
'諄

Jは嵐

宇年のハウスに行くにつれ■著に日立つてくる あるいは先生の日をしのんで 1″ ウヽスで曖燿する

先菫の姿を見るかも知れない。これ程までにこの学院には喫慟
`蔓

延しているのだといってよいだろ

う。学劇卿もいろいろ対口を調してき′、 しかし―|に史煙行動 (根饉 れないためについに2年ハ

ウスのラウンジを開饉するという強[手段に出てしまったのである。このことは喫煙年 をヽ行つてい

ない学院生にとっては■だ合点がい」tいことであろう。「俺のせいしゃないのにJというのがほと

んどであろう.ここではあえて喫煙のなについて颯健の敏●■の如く口くつもりはなて、 i=と んどの

,織生は知■として■に
'つ

ているのた しかしそれが文けに移せない。鮨

“

を言つてしまえば単に

モれがH日人こ日まる同日であるならば別に実行に移さなくてもよい 昴疾はなり籠にかかるのは当

事者には
`ヽ

ならないからである しかしここで考えなければならないのは,々が置かれた社会的立場

である。■々はもうガキではないのヽ 当然麟■櫛 〈求められているにもかかわらずH口人が目先の

利薔に走つてしまうということは壺育というn‐ |、 らみても非常に■慮すべき■態である ■眸 腱

のllu当初からと言つていいくらいこの円日は自々●●されてき亀 し0ヽ しそれは―向に改善されて

いない。ある学生コ畳によ‖
`■

代高校生のおよモ4●が喫煙を[験し ,冒あるι■■半eF4として

い0そうである この早碗では更に高い

"合
であることユます間違い照い それは譲の日にみても明

らかである.宅通生から,ればホームスティ鰤 〈その昴 のヽほとんどを行っていると思われるかも知

れない力t=者は■●内で嗅煙している宅●生を中実目摯している.■摯が(ると消すというあんぼ

いである ただ大人に●れて「かoこ良さJのためたりが あるいは本当においしいからかどうかは

,らない0饉
"は

もとより国の法律でも定0られているいtr [●●」でぁ

`.自
ら非常■を■んで

=で
する見遍りには一体何があるというのヽ

」|
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ll Ш豪

初めてこれを目にした諸君等はおそらく■くことであろう.まるてt内吊力の継 を見ているかの

ようなこの光景に.あらかしめ言つてしまうならば ここの学院生には全般的にものを大切にしない

傾向が見られる それが公共物となると事務は■に商 とする はたしてこれが現代の学生気質なのか

それとも学院生それぞれの家庭が裕やでそのような改育養 れなかつたのかどう力ヽ■分からない い

ずれにしても彼らがかつてくぐり抜けてきた「受験Jでは教えられなかったことには違いないといえ

る 断わoてお(が■者は何も受麟 争の汚点を用慟するつもりはない

この学院の校舎の正式名称は「早瑠田大学92号趙Jと いう立派な号館名がついている つまり正

式を大学施設なのだ 設計ユ理工学部の穂晨教授によるもので世界に2つと無いオーダーメイドであ

る。したがつて融 資もかさみ 総額21“円の巨費が投じられた 別に筆者は「 2千 億円かかつた

のだから大切にしろJと 言いたいのではない.校舎の窓枠に■つてある黒ベンキひとつとってみても

「暖かみのある黒|を表現するために何回も塗り百されたそうである.そ して全枚生徒そ1800人

台にしないと採算が合わないにもかかわらす「少数綱鎗Jを■さ通しているのである.このような苦

労もただただ |すばらしい学院生を育てたいJと いう情熱に■打ちされたものにはかならないのであ

る そういうすばらしい情熱を我々はただ一時の感脩によって路みにしってよいものだろうか 破崚

された校舎は21億円を投じれば再び屋てなおせる しかし10年前に我々にあ
`れ

た情熱ははたし

て21億円で取り戻せるだろうか.

Ft々ヵ位 壇することによつてお金では決して取り返せないなにかが失われていくのだ

J(



【編者紹介】

製麟 揮  架原 健 (く りはら リスの

昭和49年兵庫県に生まる 兵庫県神戸市立層II● 中学校卒 ]成四

年 早稲田大学本庄高等学院生徒会第十代生徒会長に就任 ■在に

至る。平成四年十一月よリワセグス199叫 委員会代表として

製作の総指■にあたる 生粋の関西人である彼は喧呼のときに強い

味方となる

編ヽ十幹

“

坂 "(こ しざかし,ん)

昭和49年埼玉県に生まる 埼玉県岩投市立柏陽中学校ヽ 平成 3

年に目確 ′談 員会第一
=記

 ワセダス1992製作委員会代表

乃成四年に生徒会副会長 稲桂祭冥

`議
員長 應援部代表委員総務

などを歴任 その盾書きの多さから「かけ持ちIJと 自lj●るが

兄全に 前負けする。主Iに
`ワ

セダス1992, 「増稜祭バン

フレット19,2Jな どがある.

監修

…

   (の りたけこうすけ)

昭和50年粟貝都に生まれる.幼少のころを中東で百oたために

隠れイスラム教とで ,な いかと言われている。後の人生十代半ばに

して中年太りを経験している彼の食生活は物凄い 特に先輩o`00

のおごりとなると彼の目の色は変わリ ポリバケツの如くなんでも

飲み込む アルコールにも強いと推定される力t現代科学をもって

しても彼のキしい生態を解明することはできない 人並み外れて汗

かきである彼は 一日当たり通常人の3-5倍の汗を放出するとい

われ 体内には r水タンク1カ (内晟されているらして、 平成五年

]嗜田大学勾嘆高等学院慮援部第t第□長に就任 ■ltに至る
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坪麒  校閲

ねい 風 鰤

東饉崚笛 作曲

自

―

:[.11(I′ |:4:

莉
ll.

嘔 田大学校歌】明治4碑の劇コ 調 年に朦して作られた 世大
=は

の動 侵 り人 卜に冦たる心意

気を取い上げたこの「部の西ibjは 早口田に学んですべての崚友の心のふるさとである もはやB

本の男 2国欧とも言えるカレッジツングの世界的名歌.

肛 し1■
`い

日 右手で手を作り 左手は震にあてる。拳を振りながら必ず 3番まで適して政う.

― 部の

“

ι 早珊 田の森に

螢ゆる甍は われらが同崚

われらが日ごろの 抱負を知るゃ

遣取の精神 学の螂
'

現世を忘れぬ 夕』の理想

かがやくわれらが イ‐ を見よや

わせた わせだ わせた わせだ

わせだ わせだ わせだ

二 東西古今の 対 とのうしほ

一つに渦巻( 大島国の

大なる使つを IBひて立てる

われらが行手は 窮り知らず

やがでも久■の 理想の影は

あまね(天下に "き布かん

わせだ わせた わせた わせた

わせだ わせた わせだ

_ら れ見よかしこの 常磐の森は

卜のヽるさと われら力鋼 技

集り散じて 人は変われど

仰ぐは同じき 理想の光

いざヽそろべて 空もとどろに

われらが周崚の 名をlfたたえん

わせだ わせだ わせた わせだ

わせた わせた わせだ
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紺碧の中 仰ぐ日綸

力暉あまねき 伝綸のもと

すぐりし綺鋭 聞志は燃えて

理想のI者を占むる者 われτ

早稲 田 早稲 田

コ者 コ者 早鼎 田

= 青春の時 'む榮光

威力蔽黒き 精華の誇

,1よ この陣頭 歓吾あられて
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【出碧の空】昭和6年に屋鷹大学の「若き血Jに対抗して作られた早稲田大学第―応握山

【正しい歌いかた】たとえ見ず知らずの人であっても隋の人と月を檀み歌に合わせて左右に動く こ

の際少々タテノリ系の動作が,1わると」口感激が増す 野球では得点したときなどに歌われる.

早 稲 田 の 栄 光

岩崎 巌 

“

詞

西力 十ヽ m輛
芥
'也

ヽ恵作山

`'

,

イ■̀つ月・Ⅲ」Ⅲ,Ji力  |卜 .」 = 
」

|

栄光はみどりの風に

イιひらく若き日の取

重ね来じ21●く

示け継ぎて暉く瓢 田

早稲田 早用田

我年の早柵日

ヽり仰 ぐ時計の培に

青春の昨は■みて

質と湧く■lbつ理想

担い立つ我写たくまし

早稲田 ]弼田

我雪の早鼎 田

昂然 と高張 る脇に

伝続 の息吹 動 いて

翻えJ交想 の紅に

感激の面潮は沸る

刷 ‖
` 

刷 慣側

■等の〒コ田

先綺の面影偲ぶ

なつかしき真理のllを

形る ■七色の

“とこしえにrF〈 早柵 田

早稲田 早稲田

■等の早相「

四イに;」♪ル1い |「「i口 ,

イら
'♪

♪」ゃ」¬■ :

,,F■ |二

に 17

イ皓

【早稲田の栄光】昭和27年に創立70周年を記‐‐して

“

られた学生取 引嗜田人の心の琴線に触れる

“

、

【正しい敏いかた】基本的には紺暑の空と同じだがタテフリ系は控え ゆつくりと歌う。泣くと良い

2,
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(00には相手枝名存入れる)

巌この歌詞は正式なものではありません

力tけ
=で

の応崚には広くt●われてい

ます

【コンバットマーチ】昭和40年に作曲されたこの応援曲はかけ声とフ′ンフ′―レを組み合わせた型

暇りなスタイルで全国に爆発的なヒットをした 今やテレビゲームにまで使われている超有名応長曲

【正しい応握の仕方】■本的には手を叩かずにメガホン等を前■に振って応Eする 本庄バージョン

の政詞は歌っても取わなくてもどちらでもよい 途中の |オウ||と 100タ オセJは■合を入れる

‐ 大 進 撃 ‐

小島撻昭 作山
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【大逃摯】昭和5蜂 |●作山された攻■のテーマ

チャンスの時に他の曲とメドレーで歌われる

【正しい成 Otu】 鉢 的には罰 子が中心

で「ゴーゴーゴーJのところ¬口を実き上げる

(スバークリングマーチ1 1大進堅1同様攻事の

テーマ メドレーとして使われる場合が多い.

【正しい応晨-1か け声がllし いので要注意.

1つづけ ワセダJには気合を入れる.

||
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″ 蒻
κ勧

0 どうしてブールがないの?
A,「慶外プールにすると 椰用できる期llも短いし 学院の

"嘔
から考えてもtr用者が少ない そ

して屋内プールにすることも含めてブールに■■するなら 他のより利翻●●の高いものに崚■した

ほうがよいJという大学麟設部のお話です力t夏場は気勲
`体

月を楽に

“

してしまうここホEにブー

ルぐらいあってもいいんじゃないんですか―。一つ輌みますよ―  (菫者饉)

O alt内に6"●のRができるつてマジ?

A マジです は,● りした時Bは不明ですが 先頃奉圧市と大学と」Rの嗜合いで10年後をメドに

本庄キャンパスの一角をJRに賃すという形で 1蒟

"FEl●
J力《できるそうです.だけど:0年 饉じゃ

ね―.

0 -こ なるつてはんと
'

A どうゃら本当らしいでj.創立十周年のロロ会の席上で学院長が「II■会の●要望に答えられる

と思いますJと発言したのがその発鮨です 以前から椰内ll_女子崚が早人の 1女子高■学院Jと し

て吸収合併されるという噂がたっていました力ヽ T院長直々にこのようなことを発言するとは全く予

想外でし,ヽ でも 輌

"凛
同じ今日明Bに失ケになる訳じゃないから安心して下さい

0 闊 らヽこんなに■いんだからスタールバスぐらい出してよ

A,かつてスクー′レマスを出そうとしたことはあつたそうです しかし,Rいとんでもなくかかって

しまい く年間詢
"00万

円と聞きました)とても実現不可能とtヽ うことでし,し ただでさえ学蜃ル くカ

再いのに こ
― ●■げされたらわえ

0 どうしてホ庄らんかに学院を

「

ったの?

A 話せば長くなり
=T.じ

つは輸 沢にある人|●Ⅲ 学部のキャンパスはホ′■にできるはずだった

のです 数十年11 大学は「IFキ ャンバスの燿政Jを嬌げてホ圧市からほとんどタダ同然でこの大久

保山モ手に入れました。しかしその薇十年余りたつても新キャンパス建設の動きは鮨く「大学は投綺

目的にだまし取ったのだJという地元0強曖撮もでてきましL本 庄市■会でも大学に対し用地邁■

の
― されるなど 大学と利怖 とは一

"口
颯 に餡りましLこ んななか新キャンバスを満

沢に決定した大学
`署

内の策として二番目の出等,口をここに作ることにしたので,地 元本[■と

の険思な関係は今も

“

tヽ去られていません もしかしたら地元の方に属声をおびせられることもある

かも●tlま せん どうかこんな口係に早く●lL符を打つように皆さん努力をして下さい.

0 どうして崚■月●コ

“

なの?

AI学院設計者の理r学部■薔散侵によると「先生方がそれぞれの教科を目かり生徒を暦了してその

学問にひきつけ0.各a●は
―

のお綸7.のだ。むしろお暦と ったユうがよいかもしれない な

ぜなら生徒はその●■に興味を持つて選択し訪れるお客なのだから お店の饉■をはっきりさせるた

めに 各う■はくtつの独立した家>の形をしている.Jのだそうでt.

2



0 どうして雑 なの?

A 理由は日単です。まず大ンがこれまで女チ崚 あるいは共学校というものを高校薇市の段嗜でに

験したことがなかつたという0 もう一つはホームスティ制度を取り入れるに当たってやはり危険だ

から。まあ確かに危険かもしれない

0 どうして,中にヨ動 くないの。

A これには凛い動
`あ

ります 戦時中の学■出陣においてJコから多くの学勧 q争に勁員されま

した 早冊田の日詢高写学院も例外ではありませんでし_学院生は学生服を■m代わりに 学帽を

革

"代
わりに出正して行つたのです.戦後の新制高等学l.ではこのような惨福の再びおこらぬよう学

にから崚肥を外し軍帽として二Eと使用されることのないようにしたのです

0 泳月り暉 Bだったら―
Bにしてよ

A 今でこそ哭蘇に県内に遍体28制の学校はありますが テ瞑ができた当時はさす力ヽ こそん/.学校

はなく昴枚にあたつて教育委員会に週休2B制を届けたところあつきり却下されてしまつたそうです。

そんな訳で「水暉半ドン1型が今も編いていますが 0休 28もⅢではないようです

0(どうして

…

な 0ヽ?
A これ:`大学自立からの方IIで「広く世間に日かれた学問Jを日摘しているからなのだそうです。

実際に大学には円はありません この学院は山の中だから円を作つてもε味がない というのが本当

0ヽ も。

0 学鴨にいて崚女はつくれ
`す

か
'

A まあ魚
"で

しょう。いきなリカウンターアタックを浴びせてしまいまし‐ (実いにそうなのだか

ら仕方がありませた  [早●BJの名前で

“

てくる女の子もいますが すぐにどつ力ヽこ行ってしま

うのがオチです ●I―福勒 彼女を作れる●会になりますが   まあ顧張つて下さい

0 ハサミの入つたり●を売りさ
`い

ている

…

い`ると開議 し動 く?

A 私の友人Sです

0 バイ}はしても1ヽいんですか2

A 生■●■に■「Ill口 として業上Jと■0,ています
'tや

らな1ヽ学院Jまますいないといつてい

いてしょう IIの友人はどかたの′
`イ

}を していたらフィリピン人のおじさんに英nで「君はいつ日

に帰るのかねJと聞かれたそうです

01伝摯の同長義 とはヨ
'A 傷でそんなことを知っていう?■は-7用 生て

…

■学部屋ン学H2年で応E訓こ所

日してい0.宇掟躊tも「61にこの方ありJとまで言わな 本人の低い背もヨ云つて学貯の有名キャ

ラクターとして名を嘘せていた。持ちllのチャレンジn神で2年生にして当i会長に

“

任した。正確

は非常 _E「かつマメで 当時の応長同好会を見事に部にのしあげた立て債者である

0 これを●いてい0あなた― に2ヨ同でフラれたらしいです0ヽ当ですか?la"と Aより)

AIそういう内ヨ告発はやめなさ1、 でもそれに本当です。洒い出した予6餃にお緻な人がいたんだo

て。なおこの出 は現在ギネスプンクに申調中です.

||||
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∫ Zろウ0
～ 歴 代 校 一

 ‐
 総 長  

‐
 学 長 組 ～

校  長

大隈英麿

前島 密

鳩山和夫

総 長

初代

二代

三代

大隈重信 初代

高田早苗

天野為之

平沼淑郎

塩沢昌貞

在任 lllll

明治 15年 ～明治 20年

明治20年～II,■ 23年

明台23年～明治40年   、

_ll間 薔錫h
〃治

`0年
―A●I,1年

初 代 学 長  叫 .4。 年～麺 4■

二 代 学 長  赳 4年～妊 6年

二 代 学 長  大正 7年 紅 10年

四代学長 麺 10_麺 12年

塩沢昌貞 二代 肛 12年

イ ー パ

36



高田早苗

田中穂積

中野登美雄

清水 司 十一代

西原春夫 十二代

小山宙丸 十三代

三代 江 12年～帥 6年

四 代  昭価 年 II●119年

五 代  昭和 19年期 和 21年

島田孝一 六代 卿 2年～m29年

大濱信泉 七代 昭和29年釧和
`年

阿吉「賢―― 八代  帥 41年_開4算

時子山常二郎 九代 昭和43年切和45年

村井資長 十代 昭和45年切和53年

昭和 53年～1珈 57年

昭和 53年～平成 2年

(]見)平成2年～
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″ ぎあ凌
～報 田

―

の韓 ～

「どうしてこんな田舎|■院があるのだろうJと考える学院生は多ιヽますである.実際に高等学院

は部内にあるし 木E学院よりあとにできた人間科学部も本庄よりは輌 心にずっと近い所沢にある

こう考えるといくら「椰のロ ロ でも少し 日倒 から離れすぎている本圧高寺学院力不 思議に思えて

くるのは当然のことであろう.しかしこの学院の開枚に関する事冥 ■ほとんどといつていいほど学院

生は知らなι、 1ヽや 知らされていないのだ 図■館に行りば多少の資利 まある力ヽ それでも明確に

記録しているのは当時の新聞の綸刷版ぐらいなものである つまり 歴史は消されたのだ。,者力ヽ こ

よって歴史の表舞台から田べと葬り去られたのである

下の写■を見てもらいたい。撮影された時口はll和

`3年

。諸君渤
`生

まれるず oと以前のものであ

る。印刷の流晟で良く分からないかもしれない力ヽ 写真に写つている人々のプラカー ドに注目しても

らいた0ヽ 咄 田早く来い いやなら山返せ | 1早稲田べ告ぐ 純真な壼員をたますのかJ「約束

が守れないのか 早用田早く来いJかなり過漱なス。―ガンである力ヽ 実際に早稲田大学の大限ヨ堂

の前で 2月 9日に起こった出来■なのである この「 山Jと は本庄学院のある大久保山のことである

i■
い 督

0:
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早咽田大学は昭和35年に大学施設の一部移転計画を打ち出し 同年候補地の一つとしてあがっていた

大久保山を所有する本庄市と r」也害付 売頁仲介の覚
=Jを

交わし iばただ同然で対 I市から山

一つを譲り受けた その日 2年にも覚■の二新はなされた力ヽ 大学はこの大久保山にセミナーハウス

を建設した以外に大学施設の移転を実 〒しようとしなかor_そのような状層が田和54年まで続いた

が 一向に大学力憾 転してこないことに業を煮やした対ナ
"は

同年6月 ‖日にそれまで設置していた

「早大誘致委員会Jを廃上 し 新たに 眸 え 策ヽ委員会Jを設置して早相田大学に対して大久保山の

全面退選を求

“

のである 大サの設置基準の動 らヽもセミナー′ヽウスーつだけではとても「大学の

キャンバスJとは名乗れないのであるから当然のことと言えよう。今でも一部の文献に「早昭田大学

本圧崚地Jとあるのはその時代の名残りであると言えよう.

当初大学仙|は移転する学部および新設する学部と新高
=学

院とを同じキャンパスに設置し 学院生

の意欲向上と大学0舌‖ ヒをねらっていたのだ力,こ のような状況 ,(は同時llにすでに新学部の設

置が決定していた所沢キャンバスとのかわあいや利 L市 _Hfる社会的責任もあるため 学院はネ圧

に副咬し新学部である人間科学部は疏尺に設置されることになったのである.

夫¥しそして地元からの圧力の板ばさみにあつているこの学院は生まれながらにして病を背負って

いたといえる たとえどんなにその病が回復したとしても傷痕はしつかりと残るであろう そんな学

院にを■する我々にはいった0呵ができるのか そして何をすべきなのか。もう一度考えてみるべき

であろう。

囀

蜘
Ｌ剛Щ
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・

´
′
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ズグクンタ=ラン′
早欄田力早には学偏に負りないくらい多く●lntl的な人々力

`失
存しています 融4F崚 に大,に入学

するうなたも 0,と この中のいず勧 にヽなるでしょう そんなわり(現 獣 学生力,0グでr.

学名 サワヤカテニスキー

…

―クルllキ レカラロ

L巳瞳 カフ.テ リフ t19 ファーストワー
「

◆シーズン系のサークルに属し ■は,ニスコー ド 冬はグレンデで活動

♂は |ホ ットド′グブレスリ ,は「 JJIな どに見られ0キ レカジで身を

■つている ■It大,生に広く分|● し 磁 び人の大字倒 のイメージはこ

こからきていo.

学́名 |ムカシマ=ア
中性■オタク科ギンプチロ

L颯■ 1不明 好榜 不明

◆薇う
" 

いつも同じ駅 浸研やア●メ同

"会

に広く分布する

"「

1月闘て同性のみの会動
`成

立するために 1もの種とは全(

●ミ●●―ケーションがない

・ ,学名 |ギ ャクサンフディダス

"タ
イイクロジヤージー日

に籠L グランド lj● 大饉リ

◆体力を駆使してあくまで凛剣にスポーツと取り組ん 暉手な環eでいる

ジ●―ジーで電車に■れる凛

"`q■
L

■ 名
`ン

ツー●―′―

―
カツ トー科メッ トロ

生颯崎 地下アジ ト 好傍 バンと牛乳

0コ0も H政大やK椰大など-8で
…

露されているが

もは,腱■●●4といわれ¨ ■

|!



‐学名 バイロックヘビメータ

師 オンガクJカフジャンロ

生廊地  スタジオ 好物  ジャンクフー ド

◆空前のバンドプームて異常コ■ カタチだけのファッシヨ

多い 再炭な毛菱や服装が目を引く

'` 
ブームが過ぎると

たこと|● 分からなし
'ま

ど体色が

'涼
に落ち

`

ンロッカーが

この種であつ

―
、リケーサイエンス

中●|ロマジメン クヽイロ

生日地 研究室 好衝 学食ランチ

◆理系学

“

を中心にF在は陪Bされているが 数は少ない 躊輻 ■不明

時

つ学名 ,ィ エデカクダス

●L題=チテン引ジミロ
圧●

“
,自宅 好物 ォフクoの味

◆家と政室の間を往復のみで存在麒が用い 仮面瑣人やWスクー′■ 生も

この亜■で マザコン度が非常に高いのが特徴 サークルには属さず

帷 制 とも呼務

…学名 ,ア エバオラス

¨ エンダン科ガクランロ

生B地 ,"陳
= 

好物 ポン酒 カツ丼

◆戸|●|デカイ 季節に関係な0色 は黒 (ガクラン)

規律とオキテを大事にする。

群れで行動し

||
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の■あガ 彙い 餃を変 えて しまったのだろ う力   みんな もその ロ
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1級 ■● (本 庄 l´ IFEを 楽 しもうぜ |,

●,H イ ター  キーボー ドτ峙嬌や ってる人い,1■
OG■  GG 小型電 子遺 員ですか

● H()OK― いつぱい読 もう (薇 のお ともにも ,

0ボ スター 宇

'の "の
汚 l■ 等か くせ るせ

●お栞 r 払鮨暴食には ,を1〔 |"院 送 りにな った 人も ,ヽ る

●ボ ント 試験 11の コー ヒー● りに

上級翡編 〈]は 終わつてる  )
● l●

01'ト ル

●ヤ0 お供に奥おいけ し

OTV 加えて
「

C
91年 度にラ ,ア ト ′フのパ ソコンが認め られたが

これはな にを,図 1る のだろ う力 学院′卜の混乱が 'Iし る

のは 同 違いな
'ヽ

ところである

ll―



今が好き
ヽ日分の こと ,口

`)で

1

7魔 1,の ll rを 鮨校の 人に譴明 したら 沐 まうて実われ るのが ホー

′、ステイ′[の 買いヽ■ 載澤姜 を明暉に告げた ときであ る

[■ Πい物‖
1ヽ 一′、ステイ4が [囃 買 うもの 日常嗅 うものや食べ物である

"え
lr― 日興 Iの

"当
 お褻子 晨食 (買 いため した りする )

シヤンアー等の■充
こ l■ らを員に詰め込んでいる F● 技t

:,洗 濯 蝙

ホーム ステイ4,1に お いて りし介なコ 2 )|め れ澪 ―議で も 度は

"rrを
味ゎ ぅものである  (つ て オイオイ

'今
Iは 大丈人 とヽ 日続 け

る うちに  チリ

`輌
し!1ば マウンナシ にな ,て しまい お,国 に強り1

によめ

`み
 滉 r口 とぃ日 ―Tで 強りにか さませ るこ とにな る

ところでえ rの や り方は  ■ って簡 単である ilと ん どのホー′、ステ

イが 全 向動の ものを使 っていると思われ る つ まり入れるだけ  しか

し 企 11動 には欠点があるのだ 011勁 だ力 らIIめ 込んで 10い 終わ り

とい うよ うなう して洗燿 しているのを忘れて しよ うとい うことである

ホー′ステイには 多くて も 3● ぐらいしカユ″ nは ないわけであ つて

それを 12人 ぐらいでは
'―

まきに

“

争僣■ 411と い うわけで  ひん じ

●

`に

なつてしまう バンツに名前か書かれているわけなく "が洗濯
しているのなんかわかつたものではない というわけで このひんしo

く71い の洸灌物は勝手に脱本にかけらlt 強制撥去さltる  だがだが

強制餞去されたれ泄物は そこちにあるカイにいllて おかれるわ 1'で

llキ ■は これをさltる ことを,ん でいるのである こllが 本肖の全●

,と される
洗澤における 1‐ ,過 颯

OJ分 半 11の カ ゴ ②洗痢 Oハ ンガー ① ヒモ 0れ
'バ

サ ミ

1:水 が終わったお燿物 は 1さ れるわけであるが ホーム ズテ イ1の 場

合 
“

犀の 1'に 置漕力 を吊る,こ とに tっ て乾か していると思われ る

このため にしモが いこわけであ る ●雨の時日常涅う〔 い時ヽ 乾 きに

くいとい う同日 もあ るが  みんなそれぞれ考えてやつている

この興深いホー′、ステイ洗漂 どの洗利がいいか ?す じ絲 ませ 註か

レポー トカ 十めにまとめて もらいたい ものであ る  (自 分でやれ |)

巖

`:よ

 これ らを用 り切って楽 しもうとしてい0 今日の 夕贅はなに
に しよ うう しあ ?洸 IIは や っ:Fリ アタ ,0■ II● 'V  ってや ってられ
うかヽヽヽヽ 11 1,来 亀対  お llさ ん を,素 l llに して o椰 ゃって
も′,う ぞ と心 にちがいつつ 0 今峙そんな娘 いるかな ?や は り ,1に
しかれ  結局こ うい う21洒 が  1,び 硫 くのだろ うか  と考 えるとrlな 峙
nが つぶせ る

11



生まれかわる気持ち
～ホーム スティ●l夜

ホーム ステイ初までや るべ きことをあげてお く
0し ,力

'日
己紹介 (生 まれ かわ った気持ちで )

●ホームステイの きま りを口 いておく

0日 今 年の 人とは 中良 くを つてお く

初 [は  これか ら生活 をともにする7● んな を知 ろう 自分 を知 って も

らお うと,め 3こ とが 一番人

“

 また これか ら生活す る環境を ,く 知

ることも大●lで あろ う 多分 先

“

ほや さしい しか し 怠性をヤツが

多い

幸せさがして
ヽ休 日の過 ご し方

あるホームステイの休日 入それぞれの過ごし方を

"べ
てみた

,t■  3人
饉強する人 -2人
音秦 を力で 3人 -2人
3洒 にでかける人-2人
1,"ヘ ロいわ -4人
TVを 見艤ける― ]人

不リ ー 1人

ワープロを打つ―億

11 tt u 襄て●ごすというの もいいし デー ト|い いし "除 ■■ ll

するのもいいし  自分を りの幸せさ″してください

尚 い日は多くのホームステイでは ll贖 がでません

日外はあつて 夕全だけでるところ ご崚だけm8さ れ
`と

ころ守あ り

ます  (カ レー チャーハン等にするわけ )

-43-



OH MY GODI
ヽつかえらゼ |

ホー′、ステイでは  ,人 |●・ てい ,具 合で色也な考 え LI味 が違 う
収がごろ ごろ している すると ホ (D等 は  店が日けるのでは ,と
い うくらい,種 多様を物が共 まる ここで 貸 しけ りがおこなわれる

また 週11誌 等ほ 当番制等 を用いることにより 回 し読みへ と展開
,る  だ か ら  1ヽ ― ム ス テ イ に は  週 ¬ 少 年 J M Sや YI YM
YS尋 ,崩 いす るのである それ に 戌のお供 とされ るホについても
見地 0た 物 1■ の交IIや ホームステ イに代″伝わ つて きたス ゴィものな
んか も手に入れ ることがで き 快感が増す

なん といって も 過 去の レポー トや問題が 過去 5,同社 残 っている
の も川産 である これは  我 々じ受けIIい ていかなくてはな らない

オ
サ

チ
ヽ

と
八

一
几

は爵
凛

ヽホー′、ステイ′|に 恋は可能か ?

①餃 ながいる場合

ず IFり  可能で しょう しか し みんな古

"し
てい ま| だいたい

は  曜 日しか会えないわけですから  (を かには,ボ って会いにい く

奴 もいま,ガ ,電 話や千祗ヽで■締 をとりお うこ とにな るのだが

これが
「

L介 でホームステイ内;[話 でのI電 話は ひん しoく を買 うし

予抵だとみんなにチ、力 され ると言つた,1合 で

'′
, まあ饉するに ネ

人の心の竹ら次

“

 彼女への強 いないがあれば可能で しよう

い  ス , ヤ   ン  は
'ヽ

1ヽ  1 いるヤ ツは ,ヽ |ヽ よ ,`1,」 ,,1、
`.,.

ちをみに ホーム ステイの方カリい|し やすいとい う利点があ る

② お待 たせ致 しま した 彼女が いな い惨め なヤ ツの場 合

も し,1が 何の 誇労 もな 1に 本1(崚 々 を得 よ うと して いるな ら  テF
の角に Jlを よ つ け て 1口 せ |つ て ここ まで 台定 しな くて もいいか も しれ

ないが  実際 した くな る 心 ときめ く出 余いな んて なか つた ぞ～ ｀｀
'

だか ら  1学 時 1ヽ につ く つてお き ま し ょう 〈お わ り ,

打開ユ
①種機祭―■●的に動 く‐

"か
ける もヽのにす る (ORコ ンパに :"う )

②女了校の文化祭→,Iか ける‐ コンパヘ

01'年 の フラス会 '盛 り |が る コンパのわ災する

0彼 女がいるヤ ツをみつける ―
…

fマ をヽ る 餃 女の友連を昭介し

“ `'■は 自分でオ えろ |

火取 して も責 には とりません  しか し 失 kし て しいいてはないか |

t句 青春 の 1ベ ージ として残 るはずなのだ さあ ア タ ′ク l

(な 一 んかこの コーナー
',人

●てるな あ )

―
し

２
●

ｔ
０

１

υ

（

）

ＥＴ０Ｈム
“

′

、

イ
ヽ′^

も
ヽ

―
りつ

‘
よ

拓
収



うでもいいの
ヽ試験 :i発

`Tし

そ うな "

ホーム ステイ十は t通 '[ょ り勉強ができる (mが いいとぃ ,1,け で

'1を
く 夜遅 くまで勉強 がで きるので 勉強時にがた くさん ある と ,ヽ う

二味 )か らいいな とい o■
`を

n]く が 実鷹そぅであろ う力 'こ こでは

「
の Ⅲ実に

“

ってみた い

まマ |」
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A君 の試験市夜
さあて 明 [1か ら試験が llま る と 気合いの入るA君  まずは ■

]b 政軽 共 1と いう峙ヽ日 をにを●そうこの A君  取7以 タト
「NO TOUC‖ |で ある O FIは 田配するぞ !と 心に■ うAお  し

かし " は蠍ケがあるため できるな ら籠茨はさけたい 学校から掃
つてきて ,1週 勉強 を始め  いい調子である  (国 民lt 4澤 ,C‖ E(K
ベ ンをつ いて着々とすすんでいく 夕食lt 少 し雑誌等を:1ん で気分転

換をllか り |さ あ 勉強 |と  思つた久先 B先 輩が訪nし て きた

この先輩 もつわもので 明日の実文法あさらめた,と 言つている A■
ll 英諏が気にな りなが らも 全話に

"き
合う す 0と  今度は超在聖

人ロ テスト■lは 必ずE夜 をす るとい うC先 攣 1加 わつてくる 彼のう

合 藪■■■なので 1 2 rr鴻 ざるまでエンジンがかか らないのである

そろそろ 風呂の時国になる AI:が

“

昌場にいぅてみると あ と 5入

"た
ない と入れないことを知る 

“

肛 して部屋にもどる このn予 待ち

している il をぜかツワツフして勉力が手につかない 風 11を ′がると

もう 1011だ つた 点 る A暑 |そ のハaに 対して 食堂か′,人 さを声

ああ そ ういえば今回は A着 が大
'′

さを l Sキ 演 トラマ (彙 とい う

名の ラブストー リー Jが ある日だ oた のだ しか し A■ 我に帰る そ

うだ 01]の ,)は IIに 薇んでビデオにとつておいてもらぅてるんだと

思い出す すると 風呂 }が りの B先 ●が市びや つてきた ハ」:ま たも

や 英3が 気になるが  B先
"の

今l],■ であつたというおもし 7・ い請

とい うものに,を 傾llる  取が

'し

れる|,ど おか しい その l1 1'先 輩

の計

"に
はまっていくA君  先籠の i lrな んて勉強 条

"だ
よ ||と

いう言栞を 段々信して しまう そのlt ]じ クラスの Dオ:が  英liの

質問をヽ つて訪岡 してくる しか し A■ まだここまでや っていなかっ

た これは ヤバイとなんとかみんなを部屋か ら追いJIし て ',ス ター

トである 31:l llも う 12時    トラマ見れたのに   12時 邁ぎ

てか らの ll ltは なかなかつらい ヽ1,で きないA君  部屋のちらか りが

気になってくる をぜか 月除を して しまった コーヒー人れて ら―

次の 日 も次の 日 もこの よ 慇が 凛 さ

テ ス ト速カ  ハ君 は 地 球 をみ るこ とにな る

ここで  もうひとつヽ しいのが 余‖をかましていた B先

"は
 なぜ

カテス トカI簡 いだ つたらしく は くはくmで あることであつた

この物師は フ ィクシ ョンの 1う であるが 事実もふんだんにはいつ

ている

あんllつ て すでに1時  ――― 田薇にな って しまった

i'
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バンクしたら?

部 屋 の 電 率 切れ た I

風呂の IIt番 は ?

千伝 いうて ある ?

風邪 ひいた

帰宅する とき

ゴ ミ |よ ?

部屋 の腱

冷蔵庫や 育所の使

'1

トイレにつ いて

ここにおげたのはほとんどのホームステイ共通の基本的なことであ
このほか 各ホームステ イできまりがあるので  ホス トや先輩の話し
よく田いておこう
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ホス トに言 つて学 校にて TEl
して もらお う

ホ ス トにいつ帰 つて くるか

食

“
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有
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告 lTよ う

共同の ゴ ミ情て場 があ るはず

情いてお こう |

●いてい ると思い ます
外 11の ときは 腱 をす る とい う

風に決 ま っている所 もオ,る よ う
です
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等 と言 つて は い け な い !

ホ ス トさんは 朝早 くか ら朝資 を作 り ☆遅 くまで ,ヤ 付け を

だ 輩 本的 に そんな に昴 か る■ |[で もな いはず  た まに は

の 言 も忘れ ず に |

の

，

る

と

い

が

て

，

し

あ

Ｉ
ｎ
ヨ
ロ
〓

■
下

、おせんた く

ホームステイ

写真館

どうお～ねむいよ～ 1

Vお い しい (?)食 事
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果 KBの場合

菜Km綸

郷 抄 賄

栞S実の場合

口説き蜘 ■こみ と 場 ´ ラク
=プ
厳

「ね―彼女 これから優の8MW605iタ ーボリミテゥトで 京Iプラザの

オー0ララウンジでマンハゥタンを―■に飲 (や)らないか.マルガリータも

もちろス^それからベイプリッアをみにiiっ て力取のフェアモントホテルのス。

ィートルームでllを迎えようよ [=浜のベイサイドホテルがよりllぎそうして

あげるよ。今夜は君をはなさないからね.J

「わえ この前の東大■―●Lどうだった?曖はバッチリだoたよ。今■は定

員も増潤 し もういただ0つて感じだよ どう?これから代ぜミの地下貪2
に行ぅて晰 ●●卜空間における綸形作用素についてけ哺しない

'政
合のカフェテ

リアでEC田内でのインサィダーライゼーションにつιヽてディスカゥシ●ンし

てもいιヽしね J

「わ ね 彼女 X(エ ックス)のつンサートチケットが手に入つたよ.東京

ドームなんだけどさ―.え X饉い?そんなこと言わないでき― マクトナル

イのシェイクおごるからさ―。おごり。わ おごり.」

「ね― 彼女 これから大隕ガーデンハウスにお案しにいこうよ。俺 S実だ

ぜ そ う し つ J

薔さんはこの学院のライバttlはどこだと畢うでしょうヽ 昨年叉●した学院生アンケー}ではや

は
'K「

|〈 ダントツのH,てし,、 だけど ただこつちがラィパルと8っているだりで実際にあらら

では何とも思われていないかも.ア ンケートで
`他

に f却主勁稚日Jだとか「 とりわえず孤立してい

るので菫薇Jという意2もうりまし
'、

なんだか寂しい

51 -



多

^櫻 妻 黎 会 く ■ 月 ‐ 5月 )

文字どおり学院生全員出席の生 t会最高決]親

関です 世間ではとかくマイナーなイメージを持

たれがちの生徒会とは一味わ た本学院生徒会で

はこの総会をg・dこするべく日夜努力をしていま

す。「Jttm会で優等と握手 ||

体 青 鏡  く0月 )

キャンパスの縁が深さをます 6月.本亡学院で

は毎年自熱した体育県が教育実習生もましえて確

されています 広大な敷地を誇る本庄キャンバス

だけに
`00,フ

ルトラックで様り広げられる熱き闘

tヽ には自然と気迫がみなぎつてきます。クラスに

よつては「訪利のビー′Щ けJならぬ「水掛け |

で勝 1に酔いしれます.―敗ギャラリーが全くこ

ないというのも一つの特徴です。

冒 弱 し に 会  (7月 )

本圧学院の夏休み前のイベントとして「渓字大

会J力
`あ

ります。出題鮨囲は全く知らされず 全

学年確―のテストです 毎年300題のll問 百

問 珍f・3が出題され  「 200点以上取れば優秀

Jと までいわれています コ 本みを目前に控えた

学院生に対するキツイ仕打ちとの町もあります

秋 休 み  (1 0月 )

世にも珍しいお休みがこの学院にはあるのです

。決して長いお休みとはいえませんうt遠 !F離宅

過生にとっては格17の「口ためJ休暇になること

は確実です この休み力婆 わると前朗の期末が ド

サoと返ってくる     喜ぶ人あり 青ざめ

る人ありのまさに「 員の前の,けさJです

撃 技 会  (■  0月 )

秋のグラウントを彩る学晰 i"がこの球臓会

です サ ′カー ソフト パレーの三椰日によぅ

てクラスf●に 熱撃がくりひろげられます.体百

県と同様にギャラ」―がいないのが難点ですが

かえって内輪で盛りJ`つてしまうのが学院の

特色の一つと言えるてしよう

お 鞭 喘 晏  く■ ■ 月 )

,院イベントの頂点に君臨しているといって

も過言でないのがこの稲餃祭 (と うリュうさt'

です 毎年多くの来校者を迎える稲薇祭では

年間で唯一学院が 女の子 に会える機会と

して ナンパの修口躍 化します  i山の上J

なのではつ高Ivに比べると少し来校者が少ない

です力t後夜祭では大しヽこ盛り上がり学硫生は

皆「都のコ 日 に酔いしれます.

サ ィ ド リ ー ダ ー

これは学年によつて買茄 Bのことなる「洋■

説餃Jの確認テス トです ほぼインターバル氣

しに科せ られるこのテス トには学院E■で必ず

1回は泣かされるで しょう しか し 帰国生に

全訳を頼むヤツや「訳本Jを夏のルー トで大手

する賢い (?)ヤツなど様々いますが いずれ

にしても厄介なものには,わりありません

車 の 高 校 野

…
… 予 選

ここ咎年初戦に勝利している我が学院は早稲

田の

“

力を見せるべく宅通生総出で応埋に燃え

ます とにかく来た人にしか分からないこの楽

しさ 学院生よ ここに集え |

,,



学院o腋●は 輛 o― _ lト

7 θ  β  2- ′ θ θ ε _
●

4月 6日に開

`式
を挙イプた学院は10日 に第一

朋生265人を迎え入れ,Ъ 入学式に際し 神

澤初代り院長(ま「私学時代の凛開けJを強調し

新生学院に対する大きな翔行を述べた

【社会事項】 ホテルニュージャバン火災

この年の第5回稲僣祭に違見アナが来技.初の

有名人の来校に大いに盛り慟
`る

。

【社会事項】  ′ヽレー彗星接近

日II ll成田沖菫落

79θ ヨ ‐

4月 8日に第二期生258人を理え入れた学

院は この年から」踪 大学ヽ属中学校との交流

を始める。

`社

会事可   アキソ氏嗜殺

大口航空機撃堡事件

7,θ
`‐4月 88に第■回生249人を迎え入れた学

院に ようゃく全学年伸制になる。この年より

修学旅行を中国とした 大学図
=館

本庄分掟も

この年兄成する.

【社会●項】  江崎グリコ社長3拐●件

7θ ∂ 5‐
この年 共通崚室完島 また 人間科学師

`

所沢■ャンパスに開設される

【社会●頸】  ゴルビー 翻張 に就任

′ 9θ Z_
この年より漁学大会が恒例行事となる また入

学試験が,学部技舎で行われるようになる

職 会事項】  」R誕生

フ θ
`,`デ

年

この年 第二麟 長に大級壊樹教育学部教授

が就任する 大限]言生嬰 ]50周年記ま式興

【社会事項】  ソウル五輪開かれる

79θ 9_
中国の燎情不安により この年の修学旅行が中

止される。

【社会,項】  昭和天∃憫御.新元号¬成痛行

7gθ O=
学食担当が早大生日になる。この年小山日丸総

長颯 ホームスティ中央閉国。

【社会事項】  イランがクウェートヽ 晏攻 湾

岸危機ヘ

-5:―



J lsu著品覧長示法に基づくラス

93年新入生専用

弱本庄性

正 味 員

楓コ J用量 鳳な時間 1時間に対して約10ベージ

学院生活マニュアル

原作 計 早稲田
―

IE商ヨ学碇應整都

製作 ■llr 早弔

―

徒会

印刷 コ本 :株式会社 ヮセダ ュー ビー

新入E舌性剤 (38%〉

直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナ トリウム

アルキル硫酸エステルナ トリウム

ポリオ■シエチレンアルキルエーテル

酵素配合

途

　

　

質

mの 議

0保護著0手の日かないところに保管 して下さい.

0ゴミ箱に近づけないて下さい。

●これは,用ではありません。口に入れないて下さい。

●田J前によく振ってからご使用ください。

●屁ぜるな :危崚 |

い本品はCOCOM(対 夫産田輸出翻判委員会)により戦略物責とし

て指足されていますので 輸出するとき 又は国外に持ち出すときは

あらかじめ外務省に届け出て日本国政府の輸出許可をとって下さtヽ

連反した場合には「外国為替及び外殿 易督理法Jにより処国され

,′

ます。 (4月 ,口現在)
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